
JP 2016-510621 A 2016.4.11

10

(57)【要約】
　ハンドグリップ（９４）および胴体（９２）を含んだ
ハンドピース（５２）を備える洗浄ユニット（５０）で
ある。ハンドグリップを基準とした胴体の角度向きは選
択的に設定することが可能である。したがってハンドピ
ースは、ピストル形状ツール、ステッキの形状またはこ
れらの間の形状をとることが可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近位配置のハンドグリップ（９２）および遠位に配置の胴体（９４）を含んだハンドピ
ース（５２）と、
　潅注流体源（５３）から前記ハンドピース（５２）まで延びる潅注チューブ（５４）と
、
　前記潅注チューブ（５４）から放出のための潅注流体を受け取るように前記ハンドピー
ス（５２）に接続された、前記ハンドピース胴体（９４）から前方に延びる先端アセンブ
リ（８０）と、
を含む洗浄ユニット（５０）であって、
　前記ハンドグリップ（９２）と胴体（９４）は、前記ハンドグリップを基準とした前記
胴体の角度向きが選択的に設定可能となるようにして一体にピボット動作可能に接続され
ることを特徴とする、洗浄ユニット（５０）。
【請求項２】
　前記潅注チューブ（５４）からの潅注流体をポンピングして前記先端アセンブリ（８０
）を通して出すために前記胴体（９４）内にポンプ（３８８）が配置されており、
　前記ポンプを作動させるために前記ハンドグリップ（９２）内にモータ（３６０）が配
置されており、かつ
　前記ハンドピース内に前記モータ（３６０）によって出力された力学的エネルギーを前
記ポンプ（３８８）に転送するための少なくとも１つのギヤ（３６８）が配置されており
、前記ギヤは前記胴体（９４）が前記ハンドグリップ（９２）を基準としてピボット動作
する軸の周りに回転するように前記ハンドグリップまたは前記胴体に対して回転可能に装
着されている、
請求項１に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項３】
　前記ポンプ（３８８）はパルスポンプである、請求項２に記載の洗浄ユニット（５０）
。
【請求項４】
　前記モータ（３６０）は電気駆動式モータである、請求項２または３に記載の洗浄ユニ
ット（５０）。
【請求項５】
　前記潅注チューブ（５４）は、前記胴体（９４）を少なくとも部分的に通過して延びる
とともに、前記ハンドグリップ（９２）を基準とした前記胴体の前記角度向きによらず前
記胴体を基準として静止に保たれるようにして前記ハンドピースに装着されている、請求
項１から４のいずれか１項に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項６】
　前記ハンドグリップ（９２）と前記胴体（９４）の間にジョイントが延びており、かつ
　前記潅注チューブ（５４）は前記ジョイントに隣接するとともにその周りに延びている
、
請求項５に記載の洗浄ユニット。
【請求項７】
　前記潅注チューブ（５４）は前記ハンドグリップ（９２）の近位端を通って外に延び出
ている、請求項５または６に記載の洗浄ユニット。
【請求項８】
　前記胴体（９４）を、前記ハンドグリップ（９２）を基準としたある角度向きに着脱可
能に保持するロックアセンブリ（３２０、３３０）をさらに含む請求項１から７のいずれ
か１項に記載の洗浄ユニット。
【請求項９】
　前記ロックアセンブリは、前記ハンドピース（５２）を前記胴体（９４）の前記角度向
きが固定されているセット状態から前記ハンドグリップ（９２）を基準とした前記胴体（
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９９２）の前記角度向きが調整可能である調整状態に遷移させるために押下されるボタン
（３３０）を含む、請求項８に記載の洗浄ユニット。
【請求項１０】
　前記先端アセンブリ（８０）は前記ハンドピース（５２）に着脱可能に取り付けられて
いる、請求項１から９のいずれか１項に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項１１】
　前記ハンドピース（５２）を通過して、吸引源まで延びた吸引チューブ（５６）が延び
ている、請求項１から１０のいずれか１項に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項１２】
　前記ハンドグリップは、前記ハンドグリップ（９２）と胴体（９４）の間を延びている
、前記ハンドグリップを基準とした前記胴体の前記角度向きによらず前記ハンドピース（
５２）の内部で前記ハンドグリップと前記胴体の間の空間へのアクセスを防止する構造フ
ィーチャ（１２２、１６６、２２２、２６４）を含む、請求項１から１１のいずれか１項
に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項１３】
　前記ハンドピースからの潅注流体の放出を調節するために前記ハンドピースに装着され
た少なくとも１つの手動で作動可能な部材（５３４）をさらに含む請求項１から１２のい
ずれか１項に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項１４】
　前記作動可能な部材（５３４）は前記ハンドグリップ（９２）に装着されている、請求
項１３に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項１５】
　近位配置のハンドグリップ（９２）および遠位に配置の胴体（９４）を含んだハンドピ
ース（５２）と、
　潅注流体源（５３）から前記ハンドピース（５２）まで延びる潅注チューブ（５４０）
と、
　前記潅注チューブ（５５０）が接続される先の前記ハンドピース（５２）内に配置され
ている、ポンプチェンバ（５７６、６２４）およびアウトレット（５９０）を画定するベ
ローズ（５６０、６２０）を含んだポンプ（５６０、６２０）であって、前記ベローズは
前記ベローズを往復動作させたときに前記ベローズが前記潅注チューブ（５４０）からの
流体を前記ポンプチェンバに引き入れるとともに、次いで前記流体をアウトレット（５９
０）を通して前記ポンプチェンバから放出するように構成されている、ポンプ（５６０、
６２０）と、
　前記潅注チューブ（５５０）から前記ベローズポンプチェンバ（５７６、６２４）への
流体の流れを可能にするとともに、前記ポンプチェンバから前記潅注チューブへ向かう流
体の流れを阻止するインレットバルブ（５８２、６３４）と、
　前記ベローズポンプチェンバ（５７６、６２４）から前記アウトレット（５９０）への
流体の流れを可能にするとともに、前記アウトレットから前記ポンプチェンバへの流体の
流れを阻止するアウトレットバルブ（５８４、６３４）と、
　前記ベローズを往復動作させるために前記ハンドピース（５２）内に配置されたモータ
（３６０）およびリンク機構（６０２、６０８）と、
　前記ハンドピース（５２）から前方に延びる先端アセンブリ（８０）であって、前記洗
浄ユニットが当てられる組織に向けた放出のために前記ポンプアウトレット（５９０）か
ら放出される流体を受け取る潅注チューブ（８２）を含んだ先端アセンブリ（８０）と、
を含む洗浄ユニット（５０）であって、
　前記ポンプは、前記潅注チューブ（５５０）と前記ポンプチェンバ（５７６、６２４）
の間または前記ポンプチェンバ（５７６）と前記ポンプアウトレット（５９０）の間のい
ずれかに配置された補足的なチェンバ（５６８、６３０）を画定する圧縮可能なまたは柔
軟な材料から形成された区画（５６６、６２８）をさらに含むこと、
　前記補足的なチェンバ（５７６）が前記潅注チューブ（５５０）と前記ポンプチェンバ
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（５７６）の間に配置されているときに、前記インレットバルブ（５８２）は前記補足的
なチェンバ（５７６）と前記ポンプチェンバ（５７６）の間に配置されること、
　前記補足的なチェンバ（６３０）が前記ポンプチェンバ（５７６）と前記ポンプアウト
レット（５９０）の間に配置されているときに、前記アウトレットバルブ（６３８）は前
記ポンプチェンバ（５７６）と前記補足的なチェンバ（５６８）の間に配置されること、
　前記リンク機構（６０２、６０８）は、前記ポンプチェンバ（５７６、６２４）を形成
する前記ベローズと前記ポンプの補足的なチェンバ（５６８、６３０）を形成する前記材
料とを二者択一的に圧縮するように、かつ前記リンク機構の運動中に前記ポンプチェンバ
と前記補足的なチェンバの間に配置された前記バルブ（５８２、６３８）が前記リンク機
構によって往復動作するようにして前記ポンプに接続されること、を特徴とする洗浄ユニ
ット（５０）。
【請求項１６】
　前記潅注チューブ（５５０）前記ベローズ（５６０、６２０）、前記アウトレットフィ
ッティング（５９０）は、前記ハンドピース内において前記潅注チューブの前記遠位端前
記ベローズおよびアウトレットフィッティングが実質的に直線状に整列するように配列さ
れている、請求項１５に記載の洗浄ユニット。
【請求項１７】
　前記ベローズ（５６０、６２０）は単一片ユニットである、請求項１５または１６に記
載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項１８】
　前記ポンプチェンバ（５７６、６２４）を形成する前記ベローズ区画（５７４、６２２
）は柔軟な材料またはプリーツから形成されている、請求項１５から１７のいずれか１項
に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項１９】
　前記補足的なチェンバ（５６８、６３０）を形成する前記ベローズ区画（５６６、６２
８）は柔軟な材料またはプリーツを伴って形成されている、請求項１５から１８のいずれ
か１項に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項２０】
　前記モータ（３６）は電気駆動式モータである、請求項１５から１９のいずれか１項に
記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項２１】
　前記補足的なチェンバ（５７６）が前記潅注チューブ（５５０）と前記ポンプチェンバ
（５７６）の間に配置されているときに、前記アウトレットバルブ（５８２）は前記ポン
プチェンバ（５７６）と前記ポンプアウトレット（５９０）の間に配置されている、請求
項１５から２０のいずれか１項に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項２２】
　前記補足的なチェンバ（６３０）が前記ポンプチェンバ（５７６）と前記ポンプアウト
レット（５９０）の間に配置されているときに、前記インレットバルブ（６３４）は前記
潅注チューブ（５５０）と前記ポンプチェンバ（５７６）の間に配置されている、請求項
１５から２０のいずれか１項に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項２３】
　前記先端アセンブリ（８０）は前記ハンドピース（５２）に着脱可能に取り付けられて
いる、請求項１５から２２のいずれか１項に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項２４】
　前記ハンドピース（５２）を通過して、吸引源まで延びた吸引チューブ（５６）が延び
ている、請求項１５から２３のいずれか１項に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項２５】
　前記ハンドピース（５２）は近位に配置のハンドグリップ（９２）と前記先端アセンブ
リ（８０）がそこから延びる遠位に配置の胴体（９４）とを含んでおり、かつ前記胴体は
前記ハンドグリップを基準とした前記胴体の前記角度向きが選択的に設定可能となるよう
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にして前記ハンドグリップにピボット動作可能に装着されている、請求項１５から２４の
いずれか１項に記載の洗浄ユニット（５０）。
【請求項２６】
　前記ハンドピースからの潅注流体の放出を調節するために前記ハンドピースに装着され
た少なくとも１つの手動で作動可能な部材（５３４）をさらに含む請求項１５から２５の
いずれか１項に記載の洗浄ユニット（５０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般的には、潅注流体を身体部位に放出する洗浄ユニットに関する。さらに詳
細には本発明の洗浄ユニットは、洗浄ユニットのハンドピースの形状、構成を調整するた
めのフィーチャを有する。
【背景技術】
【０００２】
　外科的および医学的な多くの手技において洗浄ユニットは、医学的処置を受けている人
の身体上または身体内のある特定の箇所に流体を送達するために利用される。たとえば整
形外科手術の間において洗浄ユニットは、露出した骨表面に水や生理食塩水の加圧パルス
を送達し骨を清浄とするために利用されることがある。さらに、個人の皮膚の指定の部位
に水パルスを当てることが同様に望ましいようないくつかの非外科的手技も存在する。し
たがって、個人があるタイプの褥瘡やまた別のタイプの皮膚疾患を患っている場合、疾患
部に包帯等を当てる前に洗浄ユニットを使用して疾患部を清浄することが一般的な措置と
なっている。
【０００３】
　一般的なタイプの医用／外科用洗浄ユニットは、先端アセンブリが選択的に取り付けら
れるハンドピースを含む。ハンドピースの内部にはある量の加圧流体を周期的に送達する
小型のポンプがあることが多い。別法として、加圧流体は外部のポンプからハンドピース
に送達される。流体は、先端アセンブリと一体化された放出チューブを通って患者表面ま
たは患者内の選択された部位に放出される。これらの洗浄ユニットは、２つの理由のため
に加圧されたパルスの形で流体を送達する。理由の１つは、流体パルスは当てようとする
部位に迅速に当たりかつその部位から離れることであり、この動作により当該部位からの
残屑の望ましい除去が促進される。２つ目には離散的な流体パルスでは、加圧流体の連続
フローを受けた場合に観察が邪魔される可能性があるような多くの部位で観察を邪魔しな
いことである。
【０００４】
　大部分の洗浄ユニットは、滅菌流体を放出する際に通す導管（ｃｏｎｄｕｉｔ，コンジ
ット）を有するのに加えて、当てられた部位からの放出流体および随伴する残屑が除去さ
れる導管を有する。典型的には流体は最初に、吸引チューブ（さらに、先端アセンブリの
一部）を通して当該部位から引き出される。次いで流体またさらには流体ストリーム内の
任意の残屑は、ハンドピースと一体化された導管を通って流れる。ハンドピース吸引導管
は、潅注器から分離された吸引システムに接続される第２の吸引チューブに接続されてい
る。したがって、患者の部位の清浄と清浄化プロセスによって発生する残屑の除去とを本
質的に同時に実行する能力が与えられることから、潅注器が多くの医学的および外科的手
技を容易にするための有用なツールとなる理由が容易に明らかとなろう。
【０００５】
　参照によりその各々が明示的に本明細書に組み込まれる出願人による米国特許第６，０
２２，３２９号および第７，１５３，２８７号、ならびに米国特許仮出願第６１／７３３
，９８９号（２０１２年１２月６日出願）は単一回使用の洗浄ユニットについて開示して
いる。これらの文献および他の出版物において洗浄ユニットのことを時に、潅注器と呼ん
でいる。
【０００６】
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　手技の間に、洗浄ユニットを使用する施術者は当該ユニットを患者の組織の様々な区画
に当てることを希望することがある。これらの組織区画は床面に対して様々な向きおよび
高さにあることが多い。たとえば手技のある時点で、概して垂直に向いた組織に当てて洗
浄ユニットを保持することが望ましいことがある。同じ手技中の別の時点では、床面と平
行な概して水平の組織に当てて洗浄ユニットを保持することが望ましいことがある。目下
のいくつかの洗浄ユニットの欠点の１つは、これらが使用され得る様々な向きで保持でき
るように人間工学的に設計されていないことである。
【０００７】
　いくつかの潅注器はベローズポンプを伴って形成されている。このポンプのベローズは
、先ずベローズによって画定されたポンプチェンバ内に流体を引き入れ、次いでこの流体
をチェンバから出すように往復動作させる。ベローズポンプを伴う潅注器は、ベローズ内
への流れがＵ字形の２周回を含む経路に沿うような設計とすることが多い。これらの周回
を伴う導管を含んだ洗浄ユニットを通過して流れる流体は、この回り道した流路を通る流
れがある結果としてある程度の圧力低下を不可避的に受けることになる。この圧力低下に
よって潅注器から流体を実際に放出する効率が低下する。さらに、ベローズに流体を供給
するために、こうした多くの湾曲部を伴うように形成された導管を備えた洗浄ユニットを
提供することが必要である。これらの形状を備えた導管の提供を要することは、洗浄ユニ
ットの設計の複雑性、サイズおよび提供コストの原因となる可能性がある。
【発明の概要】
【０００８】
　本発明は一般的には新規でありかつ有用な洗浄ユニットに関する。本発明の洗浄ユニッ
トは、ユニットが当てられる組織に押し当てていくつかの異なる向きで人間工学的に保持
されるように設計されている。
【０００９】
　本発明の洗浄ユニットは、ハンドピースおよび先端アセンブリを含む。ハンドピースは
、ハンドグリップおよび胴体からなる。ハンドピースの内部にはポンプがある。同じくハ
ンドピースの内部でポンプにモータが接続されかつポンプにパワー供給している。本発明
のハンドピースはさらに、当該胴体がハンドグリップにピボット動作可能に取り付けられ
るように構成されている。したがって胴体は、胴体がハンドグリップと概して軸方向に整
列するようにハンドグリップを基準として位置決めすることが可能である。胴体はさらに
、ハンドグリップから本質的に垂直に突き出るように位置決めすることが可能である。
【００１０】
　本発明の多くのバージョンでは洗浄ユニットは、ハンドピースのハンドグリップ部分内
にモータが配置されるようにさらに設計されている。ポンプは胴体内に配置されている。
モータによって出力された回転運動をポンプに転送するギヤは、胴体をピボット動作させ
る際の軸の周りに回転するようにしてハンドピースに装着されている。
【００１１】
　潅注流体をポンプに供給する際に通すチューブと吸引を引く際に通すラインとが、胴体
がピボット動作する際の弧の外部の周りに配置されるようにしてハンドピースに取り付け
られていることが、本発明の多くの洗浄ユニットのまた別の特徴である。
【００１２】
　本発明のいくつかの潅注器はさらに、２つのタンデムチェンバを伴ったベローズを有す
るポンプを含む。この特徴を有する潅注器はしたがって、ベローズへのインレットライン
開口部が本質的にベローズの遠位端に配置されるようにして構成される。アウトレット開
口部は近位端に配置されている。このベローズを含む潅注器はしたがって、ベローズ内へ
のインレットフローが本質的に直線状の移動経路に沿うように設計される。この特徴を伴
って構成された潅注器では、流体がベローズに入る前にＵ字形の移動経路を流体が通過す
るような潅注器を通って流れる流体と異なり、受ける圧力低下がより小さい。
【００１３】
　本発明については、本特許請求の範囲にある特殊性が指摘される。本発明の上述の特徴
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および利点ならびにさらなる特徴および利点は、添付の図面を関連して取り上げている以
下の詳細な説明から理解できよう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の洗浄ユニットの斜視図である。
【図２】洗浄ユニットの分解斜視図である。
【図３】ハンドピースの内部にある構成要素の配置を示すためにハンドピースシェルのう
ちの２つを取り除いている洗浄ユニットの平面図である。
【図４】ハンドグリップ右側シェルの内部の平面図である。
【図５】ハンドグリップ右側シェルの外部の斜視図である。
【図６】左側シェルの内部の斜視図である。
【図７】ハンドピース左側シェルの外部の斜視図である。
【図８】胴体右側シェルの内部の平面図である。
【図９】胴体右側シェルの外部を示した図である。
【図１０】胴体左側シェルの内部の平面図である。
【図１１】ハンドピースロックボタンの斜視図である。
【図１２】ハンドピースの内部にあるフェースギヤの斜視図である。
【図１３】ハンドピースの内部にある偏心ギヤの斜視図である。
【図１４】ハンドピースの内部にあるベローズおよびバルブの斜視図である。
【図１５】ハンドピースの内部にあるバルブおよびベローズの断面図である。
【図１６】ポンプのヨークの斜視図である。
【図１７】ハンドピースの内部にあるポンプハウジングの斜視図である。
【図１８】ハンドピースの内部にある導電性構成要素を示した図である。
【図１９】胴体とハンドグリップを胴体がハンドグリップと長手方向に整列するように配
置させたときのハンドピースを示した斜視図である。
【図２０】胴体とハンドグリップを長手方向に整列させたときの胴体とハンドグリップの
間のジョイントの周囲の内部にある構成要素を示した図である。
【図２１】ハンドピース内で利用可能な代替的なポンプを示した図である。
【図２１Ａ．２１Ｂ】ポンプのサイクル動作中に生じる２つの異なるフェーズにポンプが
あるときの図２１のポンプの状態に関する概要図である。
【図２２】ハンドピース内で利用可能な第２の代替的なポンプを示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
Ｉ．基本的な洗浄ユニット
　図１～３は、本発明の洗浄ユニット５０の基本的な構成要素を示している。洗浄ユニッ
ト５０は、先端アセンブリ８０が着脱可能に取り付けられる先のハンドピース５２（時に
、体部とも呼ぶ）を含む。潅注チューブ５４は、潅注流体源５３からハンドピース５２ま
で続く。ハンドピース５２には吸引チューブ５６が嵌め込まれる。吸引チューブ５６は、
廃棄物回収容器５８と吸引源６０の両方に対する近位に延びている。（ここで、「近位に
」とは先端アセンブリ８０が当てられる患者から離れるようなハンドピース５２を保持す
る施術者に向かう方向を意味している。「遠位に」とは施術者から離れまた患者に向かう
方向を意味している。）ハンドピース６４の内部には、潅注チューブ５４の遠位端が接続
されるポンプ３８８がある。ポンプ３８８はモータ３４０によって駆動される。モータ３
４０のオン／オフ状態は、ハンドピース６４の下側にピボット動作可能に装着されたトリ
ガー５３４によって制御される。
【００１６】
　先端アセンブリ８０は剛性の潅注チューブ８２を含む。図１９にのみ破線で示している
潅注チューブ８２は、吸引チューブ８４の内部に配置されている。吸引チューブ８４を覆
うように飛散シールド８６が着脱可能に配置されている。先端アセンブリ８０がハンドピ
ース５２に取り付けられたとき、ポンプ３８８のアウトレットポートと潅注チューブ８２



(8) JP 2016-510621 A 2016.4.11

10

20

30

40

50

の間に第１の流体連通経路が確立される。吸引チューブ８４の近位端とハンドピース５２
に取り付けられかつハンドピース５２から延び出る吸引チューブ５６との間には第２の流
体連通経路が確立される。先端アセンブリ８０の構造は本発明の一部ではない。
【００１７】
　ハンドピース５２は近位配置のハンドグリップ９２を含む。胴体（バレル）９４がハン
ドグリップ９２にピボット動作可能に装着され、かつハンドグリップ９２から遠位で前方
向に延びている。胴体９４はロックボタン３２０によって、洗浄ユニット５０の使用者が
希望するハンドグリップ９２を基準とした向きに保持される。ハンドグリップ９２内には
モータ３４０が装着されている。ポンプ３８８は胴体（バレル）内に配置されている。ハ
ンドピース５２内には、ギヤ３４８および３６８もまた配置されている。ギヤ３４８およ
び３６８はモータによって出力された力学的エネルギーをポンプを往復動作させる運動に
転換する。先端アセンブリ８０は胴体（バレル）の遠位端に着脱可能に装着されている。
潅注チューブ５４と吸引チューブ５６の両者は、ハンドグリップ９２と胴体の両者の少な
くとも一部分を通過して長手方向に延びている。
【００１８】
　ハンドグリップ９２は右側および左側シェル１０２および１４２のそれぞれを含む。シ
ェル１０２と１６２の両者は、ＡＢＳや高耐衝撃性ポリスチレンなどのプラスチックから
形成された単一片構成要素である。図４および５において最適に確認されるように、右側
シェル１０２はベース１０４を含む。上部リム１０６は、ベース１０４の上部エッジから
上方向に湾曲している。近位リム１０８は、ベース１０４の近位端から上方向に湾曲して
いる。底部リム１１０は、ベース１０４の底部エッジから上方向に湾曲している。近位リ
ム１０８が上部リム１０６と底部リム１１０の間を延びることを理解すべきである。いく
つかの支柱１１２がベース１０２の内面から外方に突き出ている。各支柱１１２は、支柱
の端部から内方に延びた閉端穴（特定なし）を伴って形成されている。
【００１９】
　ウェブ１１４、１１６および１１８が、ベース１０４の内面から外方に延びている。ウ
ェブ１１４は、上部リム１０６から同じく下方向に延びるという意味で垂直方向に延びる
ウェブである。２つの最近位のウェブ１１４は底部リム１１０まで延びている。ウェブ１
１６および１１８は、概してシェルの近位リム１０８から垂直方向に延びるという意味で
水平に延びている。ウェブ１１６と１１８の両者は、上部リム１０６のかなり近くに配置
されており、ウェブ１１６の方がよりリム１０６の近くにある。ウェブ１１６と１１８の
両者は、ウェブ１１４と交差する。ウェブ１１８は、外方にウェブ１１６を越えて延びて
いる。ウェブ１１４、１１６および１１８によって、右側シェル１０２に対してある程度
の構造的剛性が提供される。ウェブ１１４のうちのいくつかはさらに、モータ３４０を据
える際に押し当てる支持部材の役割をするような形状としている。ウェブ１１４、１１６
および１１８はさらに、潅注チューブ５４と吸引チューブ５６からなるタンデム型アセン
ブリを据える際に押し当てるハンドグリップ９２の内部にある支持構造の役割をするよう
な形状としている。したがってチューブは、ウェブ１１６の上側表面に当たるように据え
られる。
【００２０】
　右側シェル９２は、さらに、底部リム１１０がベース１０４の底部端部の全体から上に
突き出ないように形成されている。リム１１０は、シェル９２内のノッチ１１１を画定す
るように形成されている。ノッチ１１１は、ベース１０４に沿った距離の概ね半分の箇所
から遠位で前方向に延びている。ノッチ１１１は、ベースの遠位端までの概ね１ｃｍ近位
の位置で終わっている。支柱１１７は、ノッチ１１１の近位端の近傍のシェルベース１０
４の内側表面から上方向に延びている。支柱１１９は、ノッチ１１１の若干上方の位置か
らシェルベース１０４の内側表面から上方向に延びている。
【００２１】
　右側シェル９２に対して、形状が概して円形の耳部１２２を一体化させている。耳部１
２２は、シェルベース１０２の前方に配置されるとともに、ベースから若干外方に離間さ
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せている。円形のリム１２４が耳部１２２の内面から外方に延びるとともに、耳部１２２
を囲繞している。リム１２４は、リムの内径および外径が耳部１２２の面からの距離に従
って増大するという意味でテーパ付きである。リム１２４はさらに、リムの面から内方に
延びた溝１２６を有するように形成されている。２つのボス（ボス１２８および１３２）
が耳部１２２の内面から上方向に延びている。一方のボス（ボス１２８）は耳部１２２の
中心から上方向に延びている。第２のボス（ボス１３２）は、リム１２４の内周縁の近傍
の箇所から上方向に延びている。ボス１３２は、ボス１２８の外径と比べてより小さい外
径を有する。各ボス１２８および１３２は、閉端穴を伴って形成されている。耳部１２２
はさらに、４つのウェブ１３０を有するように形成されている（このうちの１つだけ特定
されている）。ウェブ１３０は、ボス１２８から半径方向で外方に延びている。ウェブ１
３０は、互いに等角角度に離間されている。ウェブ１３０のうちの３つはリム１２４の内
側表面まで延びている。４つ目のウェブ１３０は、ボス１２８とボス１３２の間を延びて
いる。
【００２２】
　ハンドグリップ左側シェル１４２は、本質的に右側シェルベース１０４に関する鏡像と
なったベース１４４を含む。ベース１４４の内側表面の周縁から外方に３つのリム１４６
、１４８および１５０が延びている。リム１４６は、右側シェル上部リム１０６と係合し
ている。リム１４８は、右側シェル近位リム１０８と係合している。リム１５０は、右側
シェル底部リム１１０と係合している。左側シェル１４２は、右側シェル支柱１１２に相
当する支柱１５２を伴って形成されている。各支柱１５２は、支柱の中心から外方に突き
出たピン１５４（１つを特定）を伴って形成されている。ピン１５２は、右側シェル支柱
１１２の内部にある穴内のピンに対するプレス嵌めを容易にするような直径を有する。し
たがって、洗浄ユニット３０が組み立てられると、左側シェルピン１５４が右側シェル支
柱１１２内に据えられることによってシェル９２と１４２が一体に保持される。
【００２３】
　ハンドグリップ左側シェル１４２は、垂直方向に延びるウェブ１５８（１つのみを特定
）を含む。ウェブ１５８は右側シェルウェブ１１４と同様であり、かつ右側シェルウェブ
１１４と同じ機能を実行する。左側シェル１４２は、また、水平方向に延びるウェブ１６
０および１６２を含む。ウェブ１６０は、箇所および形状において右側シェルウェブ１１
６と相当する。ウェブ１６２は、箇所および形状において右側シェルウェブ１１８と相当
する。
【００２４】
　ハンドグリップ左側シェル１４２は、また、支柱１５５および支柱１５７を有する。支
柱１５７は本質的に、右側シェル支柱１１７と同じである。支柱１５７は本質的に、右側
シェル支柱１１９と同じである。
【００２５】
　耳部１６６が左側シェルベース１４４と一体化されるとともに左側シェルベース１４４
から前方に延びている。耳部１６６は、概して円形であり、かつシェル１０２と１４２を
一体に配置させたときに右側シェル耳部１２２と共軸性となる。耳部１６６は横方向の断
面厚において耳部１２２と比べてより幅広である。左側シェル１４２の内面上に、耳部１
６６は形状が概して円形のベース表面１６８を有する。ベース表面１６８は、耳部１６６
を通って横方向に続く軸を基準に中心合わせされている。ボス１７０は、ベース表面１６
８の中心から外方に突出している。ボス１７０は、耳部の中心軸を基準に中心合わせされ
た閉端穴（特定なし）を伴って形成されている。ベース表面１６８から外方には弧状リブ
１７２も突出している。リブ１７２は、ボス１７０と同心性でありかつボス１７０から半
径方向で外方に離間されている。本発明の図示したバージョンでは、リブ１７２は、表面
１６８の上方にボス１７０と比べてより大きな距離だけ突出している。
【００２６】
　左側シェル耳部１６６はさらに、ベース表面１６８の周りに延びるリム１７４を有する
ように形成されている。リムは、ベースに対する外方に配置されるとともに、リブ１７２
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から半径方向で外方に離間されている。リム１７４の外側表面からリブ１７６が外方に延
びている。リブ１７６は、ボス１７０と同心性のリム１７４と同心性である。リブ１７６
はリム１７４の上側部分の周りに配置されている。耳部１６６もまた、ベース表面１６８
を基準として左側シェル１４２の外側表面のより近くに配置された凹形表面１８０を有す
る。凹形表面は、形状が概して円形であるとともに、ベース表面１６８、リブ１７２およ
びリム１７４のすべてを遮っている。凹形表面１８０の中心からボス１８２が外方に延び
ている。ボス１８２の中心から閉端穴（特定なし）が内方に延びている。凹形表面１８０
およびボス１８２は、シェル１０２および１４２を一体に配置させたときに表面１８０お
よびボス１８２をその周りで中心合わせする軸が右側シェルボス１３２の軸と共軸性とな
るようにして配置させている。凹形表面１８０から上方向にさらにリブ１８４が突き出て
いる。リブ１８４はボス１８２と同心状であるとともに、ボスから半径方向で離れるよう
に間隔をとっている。リブ１８４は、凹形表面１８０を基準とした高さがボス１８２と比
べてより低い。
【００２７】
　外部からは左側シェル耳部１６６が、概して円形のベース表面１８８を有するように見
える。ベース表面１８８は耳部１６６の内側面上のベース表面１６８に対応する。ベース
表面１８８からボス１９０が外方に突き出ている。ベース表面１８８から外方にチューブ
形状のスリーブ１９２が突き出ている。スリーブ１９２は、半径方向でボス１９０から外
方に離間させるとともに、ボス１９０の上方で延びている。左側シェル耳部１６６はさら
に、ベース表面１８８の外方に配置されたステップ１９４を有することが確認される。ス
テップ１９４は、耳部１６６の内側面上に凹形表面１８０があるために存在している。ス
テップ１９４は、ベース表面１８８の弧状区画を遮るとともに、スリーブ１９４の外側表
面まで延びている。円形の内側リング表面１９６が、ベース表面１８８およびステップ１
９４の上方でベース表面１８８およびステップ１９４の周りに配置されている。リング表
面１９６の内側周縁は、スリーブ１９２から半径方向に離間されている。耳部１６６はさ
らに、リング表面１９６の内側周縁から内方に延びた歯１９８を有する。歯１９８は、耳
部ベース表面１８８およびステップ１９４の上方の空間内まで突き出ている。
【００２８】
　耳部１６６の外側部分は、内側リング表面１９６の周りで円周方向に延びた外側リング
表面２０４を有する。外側リング表面２０４は内側リング表面１９６の外方に配置されて
いる。内側リング表面１９６と外側リング表面２０４の間にはリム２０２がそれぞれ配置
されている。リム２０２は外側リング表面２０４の外方に延びている。
【００２９】
　左側シェル耳部１６６は、外側表面２０４から内方に延びた第１の側壁２０６を有する
。側壁２０６は、ウェブ１６６から遠位に延びるとともに、耳部１６６の遠位の前部分の
周りで湾曲している。この側壁２０６は、横断面が凹形に見えるような輪郭を有する。側
壁２０６は、第２の湾曲した側壁（壁２０８）で終わっている。図６では、側壁２０６の
エッジのみを特定している。壁２０８は、耳部の下側部分の周りに湾曲している。壁２０
８は断面が、直線または凸形のいずれかの形状を有する。
【００３０】
　ハンドピース胴体９２は、右側シェル２２０および左側シェル２６２のそれぞれを含む
。図８および図９を参照しながらここで説明する右側シェル２２０は、形状が概して弧状
をした足部２２２を含む。さらに詳細には足部２２２はその外側表面に沿って、ハンドグ
リップ右側シェル耳部１２２と一体化したリム１２４の直径に等しい直径を有する。足部
２２２の外側表面は概して平面状である。足部２２２の外側表面から弧形状のリブ２２４
が外方に延びている。足部２２２の外側周縁から内方にリブ２２４が配置されている。リ
ブ２２４は、ハンドピース３０が組み立てられたときに、リブ２２４が、リム１２４内に
形成された溝１２６に据えられるとともに溝１２６内を動くように位置決めされている。
足部２２２は、中心配置の開口部２２６を伴って形成されている。足部２２２はまた、弧
形状のスロット２２８を有する。スロット２２８は、開口部２２８に対する近位で、かつ
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開口部２２８の下側に配置されている。スロット２２８は、ハンドピースが組み立てられ
たときに、ハンドグリップ右側シェル耳部１２２と一体化されたボス１３２がスロットと
位置合わせされるように位置決めされている。
【００３１】
　足部２２２の内側表面から２つのスカートが内方に延びている。この２つのスカートは
、足部の外側周縁から延びている。第１のスカート（スカート２３２）は足部２２２の上
部から内方に延びている。横断面においてスカート２３２は、ハンドグリップ左側耳部１
６６の側壁２０６の輪郭と同様の凸形輪郭を有する。スカート２３４は、足部２２２の底
部から内方に延びている。スカート２３４は、ハンドグリップ左側耳部１６６と一体化さ
れた壁２０８と同じ断面形状を有する。足部２２２の近位端においてスカートは、スカー
ト間のギャップ（特定なし）を規定するように互いから離間されている。ハンドピースが
組み立てられたときに、スカート２３２の内面は耳部１６６の壁２０６を画定する部分と
面一である一方、スカート２３４の内面は耳部１６６の壁２０８を画定する部分と面一で
ある。
【００３２】
　足部２２２の内側表面からリブ２３５が内方に延びている。リブ２３５は、スカート２
３４の内部表面から上方向に延びている。リブ２３５は、開口部２２６に最も近いスロッ
ト２２８の周縁の周りで湾曲している。リブ２３５は、スカート２３２と２３４の間のギ
ャップに向かって湾曲している。リブ２３５は、スカート２３２および２３４が足部から
上方向に延びるのと同じ距離だけ足部２２２の内側表面から上方向に延びていない。
【００３３】
　足部２２２の前方にシェル２２０はベース２３８を有する。ベース２３８は、足部２２
０の外側表面の外方に配置された外側表面を有する。ベース２３８の外側周縁から外方に
は、ベースの内側表面から突き出るように３つのリムが突出している。上部リム２４０は
、ベースの外側周縁の上部に沿って延びている。ベースの近位端ではリム２４０がスキッ
ト２３４から離間されていることに留意されたい。したがってスカート２３４とリム２４
０の間にはギャップ（ギャップは特定せず）が存在する。リム２４０の遠位端はリム２４
２に至るまで湾曲している。リム２４２は、ベース２３８の遠位端から上方向に延びてい
る。リム２４２は、底部リム２４４に至るまで湾曲している。底部リム２４４は、ベース
２３８の底部エッジから外方に延びている。底部リム２４４は、ベース２３８に沿って近
位に延びるとともに、スカート２３４で終わっている。
【００３４】
　ベース２３８の内面から支柱１１２と同様の支柱２４６が外方に延びている。いくつか
のウェブが、シェル２２０を通って垂直に上部から底部まで延びている。シェルの近位部
分において、ベースから外方にかつ上部リム２４０から下方向に３つの平行なウェブ２４
８が延びている。２つの最近位のウェブは足部２２２にわたる内側表面全体にわたって延
びている。ウェブ２５２は各ウェブ２４８と長手方向に整列している。２つの最近位のウ
ェブ２５２は、スカート２３４から延びており、かつ足部２２２の内側表面から外方に延
びている。各ウェブ２５２は相補性のウェブ２４８から離間されている。ウェブ２４８は
、上部リム２４０から下方向に共通ウェブ２５０まで延びている。ウェブ２５０は、ウェ
ブ２４８と直交する。ウェブ２５２は、上部リム２４４から上方向に共通ウェブ２５４ま
で延びている。ウェブ２５４はウェブ２５２と直交する。したがってウェブ２５０および
２５４は互いに平行である。各ウェブ２５０および２５４はしたがって、足部２２２の内
側表面およびベース２３８の隣接する部分から上方向に延びている。ウェブ２５０は、開
口部２２６の上方に配置されている。ウェブ２５４は、開口部２２６の下方に配置されて
いる。特定していないが、ウェブ２５０および２５４の対面する部分は、ウェブの最も高
い部分から内方に階段状になった表面を伴って形成されている。
【００３５】
　シェルベース２３８の内側表面から上方向に、３つの追加の垂直方向に延びるウェブ２
５８が延びている。ウェブ２５８はウェブ２４８および２５２と平行であるとともに、ウ
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ェブ２４８および２５２の前方に配置されている。各ウェブ２５８は、シェル上部リム２
４０から底部リム２４４まで延びている。ウェブ２４８および２５８は、吸引チューブ５
６が据えられる窪み（特定なし）を伴って形成されている。ウェブ２５８はさらに、以下
で説明するポンプハウジング４２０を受け容れるための窪みを伴って形成されている（図
１７）。
【００３６】
　図２および１０から、胴体左側シェル２６２が平坦な円形の足部２６４を含むことが確
認できよう。スカート２６６は、足部２６４から外方および内方に向かってテーパが付け
られている。スカート２６６は、その自由端がハンドグリップ左側シェル耳部１６６のリ
ム１７４と等しい外径を有するように寸法設定されている。足部２６４はまた、中心開口
部２６８を有する。
【００３７】
　シェル２６２はさらに、足部２６４の内側表面から歯２７０が上方向に延びるように形
成されている。歯２７０は、互いに弧状に離間されており、かつシェルの開口部２６８を
画定する部分から外方に延びている。歯２７０から外方に、等角度に離間させた４つのウ
ェブ２７２（２つだけを特定）が延びている。ウェブ２７２は、足部２６４から外方に突
き出た円形のリム２７４まで延びている。リム２７４はまた、スカート２６６のベース表
面であると考えることが可能である。リム２７４は、リムの面から内方に延びた円形の溝
２７６を伴って形成されている。胴体（バレル）シェル２６２がハンドグリップシェル１
４２を覆うように位置決めされたとき、ハンドグリップシェル１４２と一体化されたリブ
２０２は胴体（バレル）シェル溝２７６内に据えられる。
【００３８】
　胴体左側シェル２６２は、足部２６４から遠位で前方に配置されたベース２８０を有す
る。さらに詳細にはベース２８０はスカート２６６から前方に延びる。ベース２８０はし
たがって、足部２６４の外側表面の内方に配置されている。ベース２８０の内側表面から
外方にピン（特定なし）を備えた支柱２８２が延びている。ハンドピース５２が組み立て
られると、シェル２２０と２６２を一体に保持するように左側シェル支柱２８２が右側シ
ェル支柱２４６と係合する。ベース２８０の上部周縁から上部リム２８４が外方に延びて
いる。シェル２６２は、リム２８４の近位端がスカート２６６から離間されるような形状
としている。ベースの遠位端において、上部リム２８４は遠位リム２８６に至るまで湾曲
している。遠位リム２８６は、底部リム２８８に至るまで湾曲している。底部リム２８８
の近位端はスカート２６６から前方のある短い距離（０．５ｃｍ未満）で終わっている。
【００３９】
　上部リム２８４の内側表面から下方向に、かつシェルベース２８０の内側表面から外方
に６つのウェブが延びている。２つの最近位のウェブ（ウェブ２９２および２９４）はス
カート２６６のベース２８０に向かって延びるとともに、スカート２６６のベース２８０
と交差する区画の手前のある短い距離で終わっている。残りの４つのウェブ（ウェブ２９
６、２９８、３００および３０２）は、底部リム２８８まで延びている。ウェブ２９２、
２９４、２９６、２９８、３００および３０２の各々は、１つまたは複数の窪み（特定な
し）を伴って形成されている。これらの窪みは、潅注チューブ５４またはポンプハウジン
グのいずれかをウェブ２９２、２９４、２９６、２９８、３００または３０２に突き当て
て据えるのを容易にする。
【００４０】
　シェル２２０および２６２のそれぞれの遠位リム２４２および２８６によってハンドピ
ースの前側端部が形成されている。リム２４２は、ノッチ３０４（図２で１つのみを特定
）を伴って形成されている。ノッチ３０４は、先端アセンブリ８０をハンドピース５０に
取り付ける際に通す開口部の役割をする。シェルベース２３８および１８４のそれぞれに
は、開口部３０６および窪み３０８が設けられている（シェル２２０に関して図９でのみ
特定される）。開口部３０６および窪み３０８は先端アセンブリ８０と一体化された留め
具構成要素を受け入れている。先端アセンブリをハンドピース５２に着脱可能に取り付け
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る方法は本発明の一部ではない。この取外し可能な接続を容易にするために、ハンドピー
ス５２および先端アセンブリと一体化させた代替的なフィーチャが使用されることがある
。したがってこれらのフィーチャについて以下で最小程度でのみ検討することにする。
【００４１】
　ハンドピース５２が組み立てられたときに、胴体（バレル）右側シェル足部２２２はハ
ンドグリップシェル１０２および１４２のそれぞれの耳部１２２および１６６の間に配置
される。ハンドグリップ左側シェル耳部１６６は、胴体（バレル）シェル２２０および２
６２のそれぞれの足部２２２および２６４の間に配置される。ハンドグリップ耳部１２２
および１６６と胴体（バレル）足部２２２および２６４とは一体となって、ハンドグリッ
プ９２と胴体（バレル）９４の間のジョイント３１０を形成する。胴体（バレル）９４は
ジョイント３１０の周りにピボット動作することができる。これによって、ハンドグリッ
プ９２の長手方向軸を基準とした胴体（バレル）９４の長手方向軸の角度向きを選択的に
設定することが可能となる。
【００４２】
　ここで図２および１１を参照することによって説明するロックボタン３２０によって、
胴体（バレル）９４がハンドグリップ９２を基準とした選択的な角度向きに保持される。
ボタン３２０は、円形のヘッド３２２を含む。ヘッド３２２の中心は、指の中心合わせを
容易にするために外側周縁を基準として凹形としている。ヘッド３２２の周りで円周方向
にリム３２４が延びている。ハンドピース５２の構成要素は、ボタンヘッド３２２および
リム３２４がハンドグリップ左側シェルスリーブ１９２の周りで、かつ胴体（バレル）左
側シェル中心開口部２６８の内部に嵌め込みできるように形成されている。リム３２４か
ら半径方向で外方に、弧状に離間させた歯３２６が延びている。歯３２６は、ボタンヘッ
ド３２２の下に配置されている。歯３２６は、ハンドグリップ左側シェルの歯１９８と胴
体（バレル）左側シェルの歯２７０の両方の係合が可能となるように互いから離間されて
いる。ボタン３２０の弧状区画の周りにおいて、１組の歯３２６はその他の歯３２６と比
べてより短い。ハンドグリップ左側シェルの耳部１６６の上にボタンが嵌め合されたとき
、この短い歯３２６がステップ１９４を覆うように配置される。
【００４３】
　ハンドグリップ左側シェルの耳部ボス１９０とスリーブ１９２の間にはスプリング３３
０（図２にのみ示す）が配置されている。スプリング３３０は、ボタンヘッド３２２の内
側表面に押し当てられている。したがってスプリング３３０によってボタン３２０に対し
てバイアス性の力がかかり、これによりボタン歯３２６が通常胴体（バレル）歯２７０の
間に据えられるようなボタンの変位が生じる。ボタンのこの外方への動きは、ボタン歯３
２６が胴体（バレル）左側シェル足部２６４の内側表面に突き当たることによって阻止さ
れる。
【００４４】
　ボタン歯３２６は常に、ハンドグリップ左側シェル歯１９８と係合している。したがっ
て胴体歯２７０とのボタン歯３２６の係合によって、胴体５４はハンドグリップ５２を基
準とした固定の角度向きに保持される。このボタンはロック位置にある。胴体の角度向き
を調整するためには、ボタン３２０が押下される。スプリング３３０の力に打ち勝つには
、ボタン３２０に対する手指の力で十分である。ボタン３２０の内方への変位によって、
ボタン歯３２６が動かされて胴体歯２７０との係合が外れる。ボタン３２０がこのように
係合解除されるとき、ボタンは胴体調整状態にあると考えることが可能である。次いで胴
体５４の角度向きを調整することが可能である。ボタンに対する指の力を解放すると、ス
プリング３３０によってボタンがロック位置まで復帰する。
【００４５】
　ハンドグリップシェル１０２と１４２の間にはモータ３４０が配置されている。さらに
詳細にはモータは、ハンドグリップ９２内で右側シェルウェブ１１４と右側シェルウェブ
１５８の間に支持されている。モータ３４０の体部から前方に、回転するシャフト（特定
なし）が延びている。シャフトの自由端にはシャフトによって回転させるためのギヤ３４
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４（図３０でのみ特定）が嵌め合されている。モータ３４０がハンドグリップ９２に据え
られたとき、ギヤ３４４はハンドグリップ左側シェル耳部１６６および胴体右側シェル足
部２２２に配置される。
【００４６】
　ギヤ３４４は、同じくハンドグリップ９２の内部にあるフェースギヤ３４８を係合する
。フェースギヤ３４８は、図１２において確認されるように円盤状のベース３５０を含む
。歯３５２は、ベースの外側周縁の周りに延びるようにベース３５０から上方向に延びて
いる。ベース３５０の中心から、高くなった円形台座３５４が上方向に延びている。台座
３７８の露出した表面から上方向に内側および外側のスリーブ３５６および３５９のそれ
ぞれが延びている。台座３５４とスリーブ３５６および３５９とは、ギヤベース３５０の
回転軸である中心軸と共軸性である。外側スリーブ３５９の内側表面は内側スリーブ３８
０から半径方向で外方に離間されている。弧状に間隔をとったウェブ３５８が、内側スリ
ーブ３５６の外側表面から外側スリーブ３８４の隣接する内側表面までの間を延びる。内
側スリーブ３５６および下にある台座３５４を通って延びる共軸性の貫通穴は特定してい
ない。外側スリーブ３５９はギヤ歯３６２を伴って形成されている。
【００４７】
　フェースギヤ３４８は、ベース３５０の歯のない側が左側シェルボス１８２に突き当て
て配置されるように位置決めされる。ピン３６４（図１２でのみ特定）が、フェースギヤ
３４８をハンドグリップ９２に対して回転可能に保持している。ピン３６４は、台座３５
４および内側スリーブ３５６を貫通する軸方向穴を通って延びている。ピン３６４の一方
の端部は、右側シェルボス１３２と一体化された穴内に据えられる。ピン３６４の反対側
の端部は、左側シェルボス１８２と一体化された穴内に据えられる。フェースギヤ３４８
は、ギヤベース３５０が左側シェルボス１８２と隣接するように位置決めされる。ハンド
ピース６４が組み立てられたときに、ギヤ３４４はフェースギヤ歯３５２を係合する。
【００４８】
　フェースギヤ３４８は、同じくハンドグリップ９２に回転可能に配置された偏心ギヤ３
６８を駆動する。偏心ギヤ３６８（図１３において最良に示す）は円形のベース３７０を
伴って形成されている。ベース３７０は、いくつかの弧状に間隔をとった貫通開口部３７
２を伴って形成されている。ベース３７０はまた、いくつかの弧状に間隔をとった凹部３
７４を有するように形成されている。凹部３７４はベースの外側周縁の内方に配置されて
いる。本発明の図示したバージョンでは、凹部は異なる弧に対応する。さらに、大きな弧
で延びる凹部３７４は複数の開口部３７２と交差する。ベース３７０の外側周縁から外方
に歯３７６が突き出ている。ギヤベース３７０から上方向に円筒状のヘッド３７８が突き
出ている。ヘッド３７８の中心長手方向軸は、ベース３７０の回転軸から横方向にオフセ
ットされている。偏心ギヤはさらに、貫通穴３８０を有するように形成されている。穴３
８０は、ベース３７０の中心と、ベース３９８の回転軸を覆うように延びるヘッド３７８
の外側部分と、を貫通して延びている。穴３８０はしたがって、偏心ギヤ３６８が回転す
る際の軸に対して中心合わせされている。ギヤ３６８は２つの空隙３８２を伴って形成さ
れている。空隙３８２は、ヘッド３７８とベース３９８のヘッドより下側の部分とを通過
して延びている。空隙３８２は、穴３８０を２等分する平面の周りで対称性である。
【００４９】
　ピン３８６（図２において特定）は、偏心ギヤ３６８をハンドグリップ９２に対して回
転可能に保持している。ピン３８６の一方の端部は、右側シェルボス１２８と一体化され
た穴内に据えられる。ピン３８６の反対側の端部は、左側シェルボス１７０と一体化され
た穴内に据えられる。したがってギヤ３６８は、胴体９４がハンドグリップ９２を基準と
して回転する際の軸の周りに回転するようにしてハンドピース５２に装着されることが理
解されよう。ハンドピース５２が組み立てられたときに、偏心ギヤの歯３７６はフェース
ギヤ３４８の歯３６２を係合する。
【００５０】
　偏心ギヤ３６８は、ハンドピースジョイント３１０内に配置されたヨーク３９０を往復
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動作させる。図１４において確認されるようなヨーク３９０はポンプ３８８の一部であり
、概して矩形のプレート３９２を含む単一片構成要素である。ヨーク３９０は、ヨークの
長手方向軸が胴体９４を通る長手方向軸と平行となるような向きとしている。ヨークの全
体幅は、ヨークが胴体左側シェル２２０と一体化されたウェブ２５０および２５４上に据
えられることおよびこれらの間で摺動することが可能となるような幅とする。プレート３
９２の側部エッジから外方にかつプレート３９２の近位端を越えて後方向に、２つのビー
ム３９４が延びている。ビーム３９４は、互いに向かって内方に湾曲するとともに、プレ
ートの近位端から後方向に離間した箇所で出合っている。ビーム３９４またさらにはビー
ム３９６によって、長円形の開口部３９８が画定される。開口部３９８の長軸はプレート
３９２の長手方向軸と直交する。開口部３９８は、幅が偏心ギヤヘッド３７８を受け容れ
るだけの寸法となった鏡軸を有する。
【００５１】
　ヨーク３９０はさらに、フレームの遠位端においてプレート３９２から垂直で外方にタ
ブ４０２が延びるようにして形成されている。タブ４０２は、Ｕ字形のスロット４０４を
伴って形成されており、このスロット４０４の開放端部は胴体右側シェル２２０のベース
２３８に向かうフレームの端部に隣接して配置されている。タブ４０２の近位に向いた面
からプレート３９２の表面までブラケット４０６が延びている。プレートの表面から上方
向に追加のビーム４０８（このうちの２つのみを特定）も突き出ている。
【００５２】
　ハンドピース５２が組み立てられるとヨーク３９０は、ウェブ２５０および２５４の内
側の階段状部分の上に据えられる。ヨーク開口部３９８には偏心ギヤヘッド３７８が配置
される。
【００５３】
　ヨーク３９０は、同じくポンプ３８８の一部であるベローズ４０８を駆動する。ベロー
ズ４０８は、潅注チューブ５４を通して流体を引き入れかつポンプハウジング４２０およ
び先端アセンブリ８０を通して流体を押し出しているポンプ構成要素である。ここで図１
５および１６に関連して説明するベローズ４０８は、柔軟な熱可塑性プラスチックから形
成されるとともに、円周方向に延びたプリーツ（特定なし）を伴って形成された円筒状の
本体部４１０を有する。ベローズ本体４１０は近位の閉端を有する。ベローズ本体４１０
の閉端からボタン４１４が外方に延びている。ボタン４１４より小さい直径を有するネッ
ク部４１２によって、ボタンを本体４１０の閉端に接続している。ベローズ本体４１０の
開放端部の周りの半径方向で外方におよび円周方向にリップ４１６が延びている。
【００５４】
　潅注器５０が組み立てられると、ベローズと一体化されたネック部４１２はヨークスロ
ット４０４内に配置される。ボタン４１４は、ヨークタブ４０４の近位に向いた面に当て
て配置されている。ベローズリップ４１６は、胴体９２の内部にあるウェブ２５８とウェ
ブ３００のうちの一方の遠位に向いた表面に当てて配置される。この構成要素の接触によ
ってベローズ４０８の近位への動きが防止される。ヨーク３９０が前後に往復動作するこ
とによって、ベローズ本体部４１０についての同様の拡張および収縮が生じる。
【００５５】
　ポンプハウジング４２０は、潅注チューブ５４、吸引チューブ５６およびベローズ４０
８が接続されるポンプ３８８の構成要素である。ポンプハウジング４２０はまた、先端ア
センブリ８０の潅注チューブ８２および吸引チューブ８４が接続される先のハンドピース
５２の内部にある構成要素でもある。ポンプハウジング４２０は、ベローズ４０８の前方
で胴体９４内に配置されている。図１７、１７Ａおよび１７Ｂで最良に確認できるように
ポンプハウジング４２０は、単一片の成形プラスチックから形成されるとともに、ベース
４２４を含む。ベース４２４は、外側表面に沿って概して一定の直径を有する外側スリー
ブ４２６を含む。スリーブ４２６の近位端から半径方向で外方にリップ４２８が突き出て
いる。リップ４２８から近位で後方向にリング４３０が延びている。リング４３０はリッ
プ４２８の外側周縁の内方に配置されている。本発明の図示したバージョンではリング４
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３０は、外側スリーブ４２６の外径より大きな内径を有する。ポンプハウジングはさらに
、リングの外側表面に沿ってリングの周りの円周方向にステップ４３２が延びるように形
成されている。したがってリング４３０の近位部分の外径は、リングの遠位部分（ステッ
プ４３２に対する遠位の部分）の外径より小さい。リップ４２８から後方向に２つの柔軟
な脚部４３４が延びている。脚部４３４は互いに対角位置に相対している。各脚部４３４
は内方に向いた足部４３６を伴って形成されている。
【００５６】
　ポンプハウジング４２２は、外側スリーブ４２６と共軸性で外側スリーブ４２６内に配
置された内側スリーブ４３８を伴って形成されている。内側スリーブ４３８は、外側スリ
ーブ４２６の近位端から遠位方向に延びている。内側スリーブ４３８は、概ね外側スリー
ブを通る中間面にある箇所で終わっている。内側スリーブまで延びている外側スリーブの
内部にある円形のウェブは特定していない。スリーブ４２６および４３８は、スリーブ同
士の間に環状のギャップ（ギャップは特定なし）が存在するように寸法設定されている。
内側スリーブ４３８の近位端において円形のリップ４４２がスリーブから内方に突き出て
いる。
【００５７】
　外側スリーブ４２６はさらに、３つの穴が一体となってスリーブを通過して延びるよう
に形成されている。第１の穴（穴４４６）は内側スリーブ４３８の内側壁によって画定さ
れている。第２の穴（穴４８０）は穴４４６の直ぐ前方に配置されている。第３の穴（穴
４８２）は、外側スリーブ４２６内までの遠位端開口部を形成している。スリーブ４２６
は、穴４８２が穴４８０より大きな直径を有するように形成されている。
【００５８】
　ポンプハウジング４２２はさらに、円筒状のネック部４８４を有するように形成されて
いる。ネック部４８４は、外側スリーブ４２６から垂直で上方向に延びている。ポンプハ
ウジング４８４は、スリーブ４２６を通る長手方向軸と直交することに加えてスリーブ４
２６を通る長手方向軸から横方向にオフセットされた軸に沿ってネック部４８４が上方向
に延びるように形成されている。ネック部４８４はチャンネル４８６を伴って形成されて
いる。図１７Ａおよび１７Ｂで確認できるようにチャンネル４８６は、外側スリーブ４２
６と内側スリーブ４３８の間の環状のギャップ内に開いている。
【００５９】
　ハウジングネック部４８４はヘッド４９０まで延びている。ポンプハウジングヘッド４
９０は、概して形状を多角形と見なし得るいくつかの下位区画から形成された主区画（特
定なし）を有する。本発明の開示したバージョンではヘッド４９０は、上部配置の開口部
４９２を伴って形成されている。開口部４９２は、ネック部チャンネル４８６と共軸性で
ある。開口部４９２は、ポンプハウジング４２２の形成に使用した射出成形プロセスの帰
結として存在する。より具体的には開口部４９２は、ネック部チャンネル４８６を画定す
る型の構成要素の帰結として存在する。ハンドピース６４を製造するプロセス中に、ハウ
ジングヘッド４９０の上部に開口部４９２を閉鎖するためにキャップ（図示せず）が嵌め
込まれる。
【００６０】
　ポンプハウジング４２０は、２つのフィッティング（フィッティング４９６および５０
４）がヘッド４９０の近位に向いた面から近位に延びるように形成されている。フィッテ
ィング４９６は、潅注チューブ５４の遠位端が嵌め合されるフィッティングである。ハウ
ジング４２０は、フィッティング４９６を通り部分的にヘッド４９０を通ってネック部チ
ャンネル４８６まで延びる閉端穴（図示せず）を伴って形成されている。この穴は、潅注
流体が潅注チューブからポンプハウジングベース４２４内まで流れる際に通る導管である
。
【００６１】
　ハウジングヘッド４９０から遠位で前方に円筒状の筒先（ｎｏｓｅ，ノーズ）５０２が
延びている。筒先５０２は、筒先の遠位前側端部から近位で後方向に延びる円筒状の穴（
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ｂｏｒｅ，ボア）５１２を伴って形成されている。筒先５０２と穴５１２は共通の長手方
向軸を共有する。この軸を延長すると、フィッティング４９６と５０４がヘッドから延び
る箇所の間でハウジングヘッド４９０を通過して延びることになる。チャンネル（特定な
し）が、ヘッドを通るフィッティング５０２から穴５１２までの流体連通経路の役割をす
る。
【００６２】
　ハンドピース５２が組み立てられるとポンプハウジング４２０は、胴体右側シェルウェ
ブ２５８と胴体左側シェルウェブ３００および３０２との間に挟まれた状態となる。潅注
チューブ５４の遠位端はフィッティング４９６に取り付けられる。吸引チューブ５６の遠
位端はフィッティング５０４に取り付けられる。
【００６３】
　ハウジングボア４４６によって画定された穴内にダックビルバルブ５２６（図１５およ
び１６で確認できる）が据えられている。バルブ５２６は、バルブの開放端部がベローズ
５２０の方向を向くようにして配列されている。バルブ５２６のリップはチューブ穴４８
０の方向に向けられている。バルブ５２６は、バルブの開放端部の周りでバルブから半径
方向で外方に延びたベース５２８を有する。ベース５２８は断面で湾曲している。バルブ
ベース５２８の外側周縁は、内側スリーブ４３８の近位端および隣接するリップ４４２を
覆うように延びている。したがってベース５２８によって、ベローズ内への傘型のインレ
ットバルブが形成される。さらに詳細にはこのインレットバルブは、ベローズによって画
定されたポンプチェンバの外側周縁の周りに配置されている。
【００６４】
　リング４３０と一体化されたステップ４３２上にＯリング５２４（図１５においてのみ
確認できる）が据えられている。Ｏリング５２４は、ハウジングリング４３０とベローズ
リップ４１６の間で押されている。Ｏリング５２４は、ベローズ５１４とポンプハウジン
グベース４２４の間の封止に寄与している。ハウジング脚部４３４はベローズリング５２
０の外側表面を覆うように延びている。ハウジング足部４３６は、ベローズ４０８をポン
プハウジング４２４に対して保持するためにベローズリップ４１６を覆うように延びてい
る。
【００６５】
　図２および１８を参照することによって、モータ３４０に付勢信号がどのようにして選
択的に付与されるかに関する理解が得られる。図１８で破線の円筒で示したケーブル５３
２は、潅注チューブ５６と吸引チューブ６６の対を備えたアセンブリと一緒に束ねられる
のが典型的である。ケーブルの近位端は、洗浄ユニット５０と関連付けされた電源５３０
に接続されている。この電源５３０は、電池パックの形態をとることがある。別法として
この電源は、２つの異なる電位であるＡＣ電圧をＤＣ電圧に変換するデバイスの形態をと
ることがある。電源の厳密な構造は本出願の洗浄ユニット５０の構成の一部ではない。図
１８では電源５３０を直列接続の４つのセルの形で示している。右側シェル支柱１１７と
左側シェル支柱１１５のそれぞれに対して、トリガー５３４がピン（図示せず）によって
ピボット動作可能に装着されている。ハンドグリップシェル１０２および１６２内にはさ
らに、柔軟な導電性接点５３６を示している。トリガー５３４および接点５３６をハンド
グリップに装着させる手段は本発明の一部ではない。
【００６６】
　ケーブル５３２の内部にはいくつかの絶縁されたワイヤがある。１つのワイヤ（ワイヤ
５３８）は電源からモータ３４０と一体化された接点（モータ接点は図示せず）まで延び
ている。第２のワイヤ（ワイヤ５４０）は、電源から接点５３６まで延びている。ハンド
グリップ９２の内部には、導電性支柱５４２がある。支柱５４２は、接点５３６が曲げら
れたときに接点が支柱に当たるように位置決めされる。ハンドピースハンドグリップ９２
の内部には絶縁されたワイヤ５４４がある。ワイヤ５４４は、支柱５４２からモータ３４
０の第２の端子まで延びている。
【００６７】
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　通常ではトリガー５３４を接点５３６から離間させている。接点５３６は導電性支柱５
４２から離間されている。したがって、モータ３４０と電源５３０の回路は開回路となっ
ている。トリガー５３４をピボット動作させるとトリガーが接点５３６に当たり接点５３
６を曲げる。接点５３６が曲がると接点が導電性支柱５４２に当たる。接点５３６を支柱
に当てることがモータと電源５３０の回路を閉じるスイッチの役割をする。
【００６８】
　先端アセンブリ８０は、図２および３において最良に確認できるようにコネクタ８１を
含む。コネクタ８１は、胴体開口部３０６および窪み３０８と協働してハンドピース５２
に対して先端アセンブリ８０を着脱可能に保持するフィーチャを含む。コネクタ８１はま
た、ポンプハウジング穴４８２および５１２内に据えられる管状部材（特定なし）を含む
。ポンプハウジング穴４８２内に据えられた管状部材は、ポンプハウジング４２２から先
端アセンブリ８０と一体化された潅注チューブ８２までの流体連通経路を確立する。ポン
プハウジング穴５１２内に据えられた管状部材は、先端アセンブリ吸引チューブからポン
プハウジング４２２までの流体連通経路を確立する。
【００６９】
ＩＩ．操作
　本発明の洗浄ユニット５０は、先端アセンブリ８０をハンドピース５２に取り付けるこ
とによって使用の準備がなされる。潅注チューブ５４が潅注流体源５３に接続される。吸
引チューブ５６が容器５８および吸引源６０に接続される。必要であればケーブル３５２
が電源に接続される。これらのステップが完了すると、洗浄ユニットは操作準備完了とな
る。
【００７０】
　洗浄ユニット５０は、トリガー５３４の押下によって操作される。この結果として導電
性支柱５４２に当たるように接点５３６が突き当たることによって、付勢信号（付勢電流
）がモータ３４０まで流れる。結果としてのモータ３４０の作動によってベローズ４０８
の往復動作が生じる。サイクルのうちベローズが後退しているフェーズでは、潅注流体が
潅注チューブ５４からベローズに引き入れられる。サイクルのうちベローズが圧縮されて
いるフェーズでは、潅注流体がポンプハウジング４２０を通り、また先端アセンブリ潅注
チューブ８６を通って放出される。
【００７１】
　任意の時点でのロックボタン３２０の押下によって、ハンドグリップ９２を基準とした
ハンドピース胴体９４の角度向きを選択的に設定することが可能である。このことは、ロ
ックアセンブリのセット状態から調整状態への遷移と呼ばれる。したがって施術者は、ハ
ンドピースを図１に示したようなピストルタイプのユニットとして、図１９で確認できる
ようなステッキタイプのユニットとして、あるいはこれら２つの構成の中間の形状で操作
することが可能である。胴体９４の角度向きによらず、偏心ギヤ３６８はフェースギヤ３
４８およびヨーク３９０を基準として固定の位置にあるままである。これによって胴体９
４の向きによらずモータ３４０が依然としてポンプを作動できることが保証される。
【００７２】
　したがって本発明の洗浄ユニット５０は、実施される具体的な手技にとって人間工学的
に最も快適な構成で操作することが可能である。常に当てはまるわけではないが、ユニッ
ト５０を当てようとする組織が施術者のウエストの高さまたはその下にある場合、ユニッ
トはピストル構成で操作される。ユニットが当てられる組織が施術者のウエスト位置より
上にある場合、ステッキ構成により近い何らかの構成でのユニットの操作が有用であると
する施術者が多い。
【００７３】
　洗浄ユニット５０をステッキ構成で操作する際には、施術者はもちろんハンドグリップ
９２、胴体９４、ジョイント３１０またはこれらの構成要素の任意の組合せによってハン
ドピース５２を自由に保持することが理解されよう。ハンドピースをこのように保持した
ときに、施術者は多くの場合、トリガー５３４を押すために親指または人差し指を使用す
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ることになる。
【００７４】
　本発明のハンドピース５２はさらに、潅注チューブ５４と吸引チューブ５６の両者がハ
ンドグリップ９２および胴体９４内に配置されるように設計される。したがってハンドグ
リップ９２に対する胴体９４の向きによらず、これらのチューブが洗浄ユニット５０の扱
いを妨害するような緩んだ構成要素となることがない。胴体のピボット動作に応答して潅
注チューブ５４および吸引チューブ５６は、ジョイントの外側表面の周りで曲げられる。
これらのチューブ５４および５６のうち胴体の内に配置された部分は静止状態のままであ
る。したがって手技の間に胴体９４が反復してピボット動作をする場合であっても、チュ
ーブ５４および５６がポンプハウジング４２０から失われるように作用する可能性は本質
的にまったくない。
【００７５】
　本発明の洗浄ユニットの別の特徴は、ハンドグリップ耳部１２２および１６６と胴体足
部２２２および２６４とがハンドグリップ９２と胴体９４の間のジョイントの内部から仕
切られていることである。布類、見失った医用デバイスまたは好奇な指がこのジョイント
に捕えられた状態になるような可能性は本質的にまったくない。
【００７６】
ＩＩＩ．第１の代替的ポンプ
　ここで図２１を参照しながら、上に記載したピボット動作可能なハンドピース５２を備
えた洗浄ユニットを含む洗浄ユニットに組込み可能な代替的なベローズ５６０について説
明することにする。ベローズ５６０は、チューブ５４と同様の潅注チューブ５５０から潅
注流体を受け取る。チューブ５５０の遠位端は、チューブ形状のインレットフィッティン
グ５５２に取り付けられている。このインレットフィッティング５５２（図２２で特定）
は典型的には、ベローズ５６０が据え付けられるハンドピース内に静止状態で装着されて
いる。インレットフィッティング５５２は、ベローズ５６０の近位端内まで続いている。
【００７７】
　ベローズ５６０自体は、インレットフィッティング５４２と剛性のアウトレットフィッ
ティング５９０の間を延びている。アウトレットフィッティング５９０は、上で説明した
ポンプハウジング４２０のスリーブ４２６、リップ４２８、リング４３０および脚部４３
４に相当する。ベローズ５６０は柔軟な材料から形成される。この材料は、ゴム、熱可塑
性プラスチック、ポリエチレンまたはポリプロピレンとすることができる。近位端におい
てベローズは、断面がＬ字形をした足部５６２を有する。足部５６２は、インレットフィ
ッティング５４２の開いた遠位端を覆って嵌め合されるような形状としている。インレッ
トフィッティング５４２の周縁の周りに配置されたＯリング５４４によって、フィッティ
ングとリップ５６２の間の封止が提供される。足部５６２から前方に延びるように、ベロ
ーズ５６０は形状が概して管状をした脚部５６４を有する。脚部５６４の前方においてベ
ローズは、近位プリーツ区画５６６を有する。したがって近位プリーツ区画５６６は、ベ
ローズ５６０の内部で補足的なチェンバ（供給チェンバ５６８）を画定する。近位プリー
ツ区画５６６の前方に管状胴体（ｔｏｒｓｏ，トルソ）５７０が配置されている。胴体５
７０は、外側表面の周りに２つの離間したリブ５７２（１つのみを特定）を有するように
形成されている。リブ５７２は、胴体５７０の周りで円周方向に部分的に（全体でない場
合）延びている。
【００７８】
　胴体５７０は、遠位プリーツ区画５７４内に開いている。遠位プリーツ区画５７４はポ
ンプチェンバ５７６を画定する。遠位プリーツ区画５７４から前方に管状ヘッド５７８が
延びている。ヘッド５７８の開放端部の周りで前方および外方にリップ５８０が延びてい
る。断面がＬ字形をしたリップ５８０は、アウトレットフィッティング５９０の開放近位
端の周りに延びている。アウトレットフィッティング５９０の外側近位端の周りに配置さ
れたＯリング５８８によってベローズ５６０とフィッティングの間の封止が提供される。
【００７９】
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　ベローズの内部には近位バルブ５８２がある。バルブ５８２は、バルブ内においてベロ
ーズの近位端から遠位端までおよび遠位端を通過する流れだけを可能にするような一方向
バルブである。近位バルブは、胴体５７０内でチェンバ５６８と５７６の間に来るように
配置されている。したがってバルブ５８２は、ポンプチェンバ５７６へのインレットバル
ブである。近位バルブ５８２は、ダックビルバルブ、傘型バルブまたはフラッパーバルブ
とすることがある。本発明の洗浄ユニットはまた、遠位バルブ５８４を有する。遠位バル
ブは、その全体とまたはその一部が端部ベローズヘッド５７８またはアウトレットフィッ
ティング５９０の隣接区画に配置されることがある。遠位バルブ５８４は、近位バルブ５
８２によって流れを可能としたのと同じ方向への流れだけを可能にするような一方向バル
ブである。遠位バルブ５８４は、近位バルブ５８２を形成する上述したバルブのうちの１
つと同じ構造を有することがある。したがって遠位バルブ５８４は、ポンプチェンバ５７
６からのアウトレットバルブの役割をする。
【００８０】
　図示していないが、バルブ５８２または５８４のいずれの部分もベローズ５６０と一体
に成形され得る。別法としてベローズ５６０は、バルブ５８２または５８４のうちの１つ
または複数のベローズへの装着を容易にするリブなどの成形された内部フィーチャを有す
ることがある。さらに本発明の図示したバージョンでは、ベローズの壁厚を、ベローズの
長さに沿って一定であるように示している。このことは単に例証を容易にするためである
。ベローズが単一片ユニットとして成形されるような本発明のバージョンでは、補足的（
供給）チェンバ５６８およびポンプチェンバ５７６を画定するベローズの区画は低減させ
た壁厚を有することが多い。したがってプリーツ区画５６６および５７４は、脚部５６４
、胴体５７０およびヘッド５７８の壁厚と比べてより薄い壁厚を有することが多い。
【００８１】
　偏心ギヤ６０２およびヨーク６０８はベローズ５６０を往復動作させる。偏心ギヤ６０
２（歯は図示せず）は上で説明した偏心ギヤ３６８と同様である。偏心ギヤを回転させる
駆動アセンブリは図示していない。このアセンブリは、上で説明したモータ３４０および
フェースギヤ３４８とすることが可能である。偏心ギヤ６０２は円筒状のヘッド６０４を
有する。偏心ギヤ６０２は、ヘッド６０４が偏心ギヤの回転する際の軸（点６０３で示す
）からオフセットされた軸（点６０５で示す）に対して中心合わせされるように構成され
ている。
【００８２】
　ヨーク６０８は、概して矩形のフレーム６１０を含む。フレーム６１０の中央は開放さ
れている。さらに詳細にはフレームの内部にある空き空間は、当該空間内で偏心ギヤヘッ
ド６０４の滑合（ｓｌｉｐ　ｆｉｔｉｎｇ）を可能とするような横方向寸法を有する。空
き空間の長手方向軸に沿った長さは、偏心ギヤヘッドの直径より大きい。フレーム６１０
の反対側端部から遠位で前方に２つの脚部６１２が延びている。脚部の遠位端に隣接して
各脚部６１２から内方に足部６１４（１つのみを特定）が延びている。ベローズ５６０の
外側表面の周りに配置されたリブ５７２の間を足部６１４が延びている。ヨークは、ハン
ドピースに装着されており、このハンドピース内で脚部６１２と平行な軸に沿って前後に
往復動作するように据え付けられている。
【００８３】
　ベローズ５６０を含む潅注ユニットは従来の潅注ユニットのように使用される。このユ
ニットは、ユニットハンドピースの内部にあるモータを付勢することによって作動させる
。ハンドピースの付勢によって偏心ギヤ６０２の回転が生じる。偏心ギヤの回転によって
ヨーク６０８の往復動作が生じる。
【００８４】
　ヨークの往復動作の結果として、ベローズプリーツ区画５６６および５７４が循環式に
拡張および圧縮する。図２１Ａで確認できる第１のフェーズは、ヨーク脚部６１２が遠位
で前方に移動した図２１にあるベローズの状態の位置を発端とすると考えることが可能で
ある。この動きによってベローズ遠位プリーツ区画５７４の圧縮が生じる。ポンプチェン



(21) JP 2016-510621 A 2016.4.11

10

20

30

40

50

バ５７６はその最小体積まで押されている。バルブ５８２および５８４が存在するため、
チェンバ５７６内の任意の流体はアウトレットバルブ５８４およびアウトレットフィッテ
ィング５９０ならびにハンドピースに取り付けられ先端アセンブリ８０を通過してチェン
バ５７６から押し出される。
【００８５】
　このサイクルの次のフェーズは、遠位の延びた状態から近位の後退した状態までのヨー
クの動きである。このフェーズの初期部分において、供給チェンバ５６８の体積は増大す
る。したがって供給チェンバ５６８の圧力は、潅注供給チューブ５５０およびインレット
フィッティング５５２の上流側圧力と比較して小さくなる。この圧力低下によってチュー
ブ５５０およびフィッティング５５２内の流体が供給チェンバ５６８に流入する。ヨーク
６０８の動きが継続する結果として、図２１Ｂで確認されるように近位プリーツ区画が圧
縮される。供給チェンバ５６８の体積は最小体積まで低下する。さらにこの時点で、バル
ブ５８４がアウトレットフィッティング５９０からポンプチェンバ５７６内への流体の逆
流を防止している。したがって、ベローズ５６０が動く間に、供給チェンバ５６８内の流
体はバルブ５８２を通過してポンプチェンバ５７６に流入する。ベローズ５６０が近位プ
リーツ区画５６６が圧縮された状態から移動した後、ヨーク６０８は図２１Ａに示した状
態まで戻すようにベローズを往復動作させる。
【００８６】
　ヨーク６０８の往復動作は、チェンバ５６８および５７６の圧縮／拡張を生じさせる以
外にバルブ５８２を往復動作させることを理解すべきである。
【００８７】
　本発明の洗浄ユニットのポンプの利点は、潅注供給チューブ５４０からアウトレットフ
ィッティング５９０を通って出る流体の流れが近位から遠位への概して直線状の経路に沿
った流れとなることにある。流体は曲がった導管を通って流れる必要がない。本発明によ
って、流体が湾曲した移動経路に従わなければならないことに由来する摩擦流体流動損失
が排除される。
【００８８】
ＩＶ．第２の代替的ポンプ
　図２２は、本発明の第２の代替的ポンプ（ポンプ６２０）を示している。ポンプ６２０
は、ポンプ５６０と同じベローズ様の構造を有する。したがって脚部５６４、胴体５７０
、ヘッド５７８および関連する構成要素については再度説明しないことにする。ポンプ脚
部５６４はポンプ５６０と同様に、フィッティング５５２によって潅注チューブ５５０に
結合されている。ポンプヘッド５７８はアウトレットフィッティング５９０に結合されて
いる。
【００８９】
　ポンプ６２０は脚部５６４と胴体５７０の間にプリーツ状とするか、さもなければ圧縮
可能とした近位区画（区画６２２）を有する。近位区画６２２はポンプ６２０のポンプチ
ェンバ６２４を画定する。ポンプ６２０は胴体５７０とヘッド５７８の間に、プリーツ状
とするか、さもなければ圧縮可能とした遠位区画（区画６２８）を有する。遠位区画６２
８はポンプ６２０の補足的なチェンバ（具体的には、アウトレットチェンバ６３０）を画
定する。
【００９０】
　潅注チューブとポンプ近位区画６２２の間にはインレットバルブ６３４が配置されてい
る。近位区画６２２と遠位区画６２８の間にはアウトレットバルブ６３８が配置されてい
る。ポンプチェンバ６２４からのアウトレットとアウトレットチェンバ６３０へのインレ
ットの間にはアウトレットバルブ６３８が配置されている。
【００９１】
　偏心ギヤ６０２およびヨーク６０８は、ベローズ５６０を往復動作させるのと同じ全般
的方式でベローズ６２０を往復動作させる。ベローズ５６０の往復動作の間にバルブ６３
８は、ヨーク６０８と一緒に往復動作する。往復動作サイクルの第１のフェーズの間に、
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ヨーク６０８は偏心ギヤ６０８の方向に移動する。これによって、ポンプチェンバ６２４
を形成するポンプ区画６２２の圧縮が生じる。インレットバルブ６３４によって、ポンプ
チェンバ６２４内の流体がインレットチューブ５５０に向けて戻る逆流が防止される。こ
れに代えて流体は、アウトレットバルブ６３８を通ってアウトレットチェンバ６３０に流
入する。
【００９２】
　ベローズ往復動作の第２のフェーズではヨーク６０８はアウトレットフィッティング５
９０の方向に移動する。これによってアウトレットチェンバ６３０を形成するベローズ区
画の圧縮が生じる。バルブ６３８によってアウトレットチェンバ６３０内の流体のポンプ
チェンバ６２４への逆流が防止される。したがって流体は、アウトレットチェンバから出
てアウトレットフィッティングを通りかつ先端アセンブリ内に入るように押し出される。
【００９３】
　ヨーク６０８が伸展位置（脚部６１４が偏心ギヤ６０２から離れている）から後退位置
（脚部が偏心ギヤの近くにある）まで移動するに従って、ベローズ近位区画６２２および
ポンプチェンバ６２４は拡張する。区画６２２の直前の圧縮のためにポンプチェンバには
本質的に液体状の流体が空である。したがってポンプチェンバ６２４の体積拡張のために
、チェンバ内の圧力はインレットフィッティング５２２内の圧力と比較して低いレベルま
で低下する。この圧力差は、インレットフィッティング５５２内の潅注流体にバルブ６３
４を開けさせかつポンプチェンバ６２４に流入させるのに十分である。
【００９４】
Ｖ．代替的な実施形態
　上の説明は本発明の洗浄ユニットの２つのバージョンについてものである。本発明の代
替的な洗浄ユニットは、ここまでに説明したのとは別の特徴を有し得る。
【００９５】
　たとえば、ピボット動作可能な胴体９４を備えた本発明のすべての洗浄ユニットがタン
デムポンプチェンバ５６８および５７６を備えた記載ベローズを有するべきとの要件は存
在しない。同様に、ポンプチェンバおよびタンデムの補足的チェンバを備えた本発明のす
べてのバージョンがピボット動作胴体９４を有するべきとの要件も存在しない。
【００９６】
　同様に、ピボット動作胴体を備えた本発明のすべてのバージョンが上述したパルスタイ
プのポンプを有するべきとの要件も存在しない。本発明の代替的なバージョンでは、ベー
ンポンプや渦巻ポンプなどの別のタイプのポンプを備えた洗浄ユニットを提供することが
望ましくなり得る。さらにポンプモータがハンドグリップ９２内にあり、かつポンプユニ
ットが胴体９４内にあるように洗浄ユニット５０を設計することが望ましいが、このこと
は本発明のすべてのバージョンで必要となるとは限らない。同様に本発明は、電気駆動式
モータを備えた洗浄ユニットに限定されない。本発明の代替的な洗浄ユニットは、ポンプ
の作動のための力学的エネルギーを提供する空気圧式または液圧式のユニットを有するこ
とがある。
【００９７】
　さらにピボット動作軸の周りに回転するようにハンドピースに装着される具体的なギヤ
を偏心ギヤ３６８とするべきとの要件も存在しない。本発明の代替的なバージョンでは、
フェースギヤ３４８が装着される。しかし一般的には、ハンドグリップ装着のモータから
胴体装着のポンプまで力学的パワーを転送する１つのギヤはピボット動作軸の周りに回転
するようにハンドピースに装着されている。
【００９８】
　さらに本発明のいくつかのバージョンでは、ポンプユニットをハンドピースから遠隔に
置くことがある。本発明のこれらのバージョンでは潅注ライン（また設けられていれば、
吸引ライン）は、胴体を通過し、かつハンドグリップの少なくとも一部分を通過して延び
ることになる。
【００９９】
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　同様に本発明のいくつかの洗浄ユニットは、潅注流体が当てられる部位から吸引を引き
離すための構成要素を含まないことがある。本発明のこれらのバージョンでは、ハンドピ
ースは吸引ラインを含まないことになる。
【０１００】
　本発明には、胴体９４を、ハンドグリップを基準とした固定の角度向きで着脱可能に保
持するために、開示したロックボタン以外の代替的な手段が組み入れられることがある。
たとえばハンドグリップ９２および胴体９４は、これらの構成要素の間の摩擦接触によっ
てこれらが互いを基準とした固定の向きに保持されるようにして一体に組み立てられるこ
とがある。本発明のこの構成の利点は、これにより開示したロックボタンおよびスプリン
グを設けることが不要になることである。別法として解放可能なクランプによって胴体９
４をハンドグリップ９２を基準とした固定の角度向きに着脱可能に保持させることがある
。クランプが調整状態にあるとき、胴体は自由にピボット動作することが可能である。ク
ランプがロック状態にあるとき、ハンドグリップ９２を基準とした胴体９４のピボット動
作を防止するためにあるクランプ構成要素が別のクランプ構成要素に押し当てられる。本
発明のこのバージョンの利点は、これにより胴体９４の角度向きの精密設定が可能になる
ことである。
【０１０１】
　シェルによってハンドピースの体部を一体に形成する手段は、支柱のプレス嵌めに限定
されない。構成要素を一体に形成するこれらの体部を保持するためには、スナップ嵌め構
成要素、留め具または接着剤を使用することが可能である。
【０１０２】
　さらに、潅注チューブ５４（また存在していれば、吸引チューブ５６）はハンドグリッ
プ９２の近位端から出るように延びることが望ましいが、これは必ず必要なものではない
。本発明のいくつかのバージョンでは、これらのチューブがグリップの近位端に対して遠
位の箇所にあるハンドグリップ９２から出るように延びることがある。同様に本発明のい
くつかのバージョンでは、潅注チューブおよび吸引チューブは、完全に胴体９４を通過し
て延びないことさえあり得る。同様に本発明のいくつかのバージョンでは胴体とグリップ
の間を延びるチューブ（または、複数のチューブ）は、ジョイントを覆うように据えられ
るのではなくジョイント内に配置されることがある。本発明のこのバージョンの可能な利
点は、好奇な手指によるチューブ（または、複数のチューブ）の脱接続が防止されること
である。
【０１０３】
　同様に本発明のバージョンで、胴体をピボット動作させたときに潅注チューブおよび吸
引チューブが曲がるという要件が必ずしも存在するわけではない。本発明のいくつかのバ
ージョンでは、胴体およびハンドピース内に別々の潅注チューブおよび吸引チューブを配
置させることがある。ベローズは、各チューブ対を形成するチューブ同士の間にある屈曲
性の接続構成要素の役割をする。さらに本発明のいくつかのバージョンではチューブは、
胴体がピボット動作した結果として、チューブのハンドグリップ内に配置された区画が何
らかの移動を受けるようにしてハンドピースに嵌め合わされることがある。本発明のいく
つかのバージョンではチューブは、何らかの屈曲と、何らかの移動（ハンドピース内）と
を組み合わせて受けることがある。
【０１０４】
　同様に、本発明のいくつかのバージョンではユニットの作動を制御するトリガーアセン
ブリや他のスイッチアセンブリを胴体に装着することが望ましくなり得る。本発明のいく
つかのバージョンでは、ハンドピース５２に２つ以上のトリガーや他の手動作動式スイッ
チを設けることが望ましくなり得る。これらのスイッチは、ハンドピース上の様々な位置
に配置される。各スイッチは、制御回路に関連するいくつかの並列の導電性経路のうちの
１つに関する開放／閉鎖状態を制御する。本発明のこのバージョンの恩恵は、施術者がハ
ンドピースを通常でないような方式で保持したいときハンドピースが保持されている近く
にユニットを作動させるためのトリガーやスイッチが存在することになり得ることである
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。これによれば施術者がハンドピースを希望に従って保持することおよび洗浄ユニットを
作動することの両方の目的で自身の指を通常でない位置に位置決めする必要がなくなる。
【０１０５】
　本発明のいくつかのバージョンでは先端アセンブリをハンドピースと一体化させること
がある。
【０１０６】
　さらにタンデムチェンバ５６８および５７６を備えたポンプを含んだ本発明のバージョ
ンでは、ベローズを必ずしも常に単一片ユニットとして形成されないことがある。ベロー
ズの区画を画定するチェンバを形成するための材料は、互いに異ならせることさえあり得
る。
【０１０７】
　さらに説明していないが、本発明の潅注器の作動子はモータ３４０に与えられる付勢信
号の特性を調節するための何らかの手段を有することがある。これによれば施術者は、潅
注器のオン／オフ状態の制御以外に、潅注流体を放出する流量の調節が可能となる。
【０１０８】
　したがって、本発明の真の精神および趣旨の域内にあるこのような修正形態や変形形態
のすべてを包含することが添付の特許請求の範囲の目的である。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１７Ａ】
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【図１７Ｂ】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】

【図２１Ａ】

【図２１Ｂ】

【図２２】
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